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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信したデータを受信データ格納部に一時格納しながら再生処理するデータ再生装置に
送信するデータを処理するデータ処理装置において、
　データ格納部に格納されたデータを読み出して信号処理を行う信号処理部と、
　前記信号処理部によって処理されたデータを一時蓄積する送信データ格納部と、
　前記信号処理部によって処理されたデータを前記データ再生装置に向けて無線送信する
無線通信部と、
　前記信号処理を前記再生処理より速い速度で行わせることで間欠動作させるよう前記信
号処理部を制御する信号処理制御部と、
　前記データ再生装置における再生処理中であって前記間欠動作の停止期間に、前記信号
処理制御部の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制限す
ることによって前記信号処理制御部の消費電力を制限するよう前記信号処理制御部に対す
るクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するクロック／電源制御部と、
　前記受信データ格納部のデータ格納量に基づいて、前記信号処理制御部の少なくとも一
部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給の制限の解除を前記クロック／電源
制御部に要求し、前記間欠動作の稼動期間への移行を前記信号処理制御部に要求する起動
制御処理を行う起動制御部とを備え、
　前記無線通信部は、前記信号処理部による信号処理の稼働期間に、以前の稼動期間で前
記送信データ格納部に格納された信号処理済みのデータを前記データ再生装置に向けて無
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線送信し、
　前記信号処理部の停止期間は、前記信号処理済みのデータを無線送信する処理を停止す
ることを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２】
　受信したデータを受信データ格納部に一時格納しながら再生処理するデータ再生装置に
送信するデータを処理するデータ処理装置において、
　データ格納部に格納されたデータを読み出して信号処理を行う信号処理部と、
　前記信号処理部によって処理されたデータを一時蓄積する送信データ格納部と、
　前記信号処理部によって処理されたデータを前記データ再生装置に向けて無線送信する
無線通信部と、
　前記信号処理を前記再生処理より速い速度で行わせることで間欠動作させるよう前記信
号処理部を制御する信号処理制御部と、
　前記データ再生装置における再生処理中であって前記間欠動作の停止期間に、前記信号
処理制御部の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制限す
ることによって前記信号処理制御部の消費電力を制限するよう前記信号処理制御部に対す
るクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するクロック／電源制御部と、
　前記受信データ格納部のデータ格納量に基づいて、前記信号処理制御部の少なくとも一
部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給の制限の解除を前記クロック／電源
制御部に要求し、前記間欠動作の稼動期間への移行を前記信号処理制御部に要求する起動
制御処理を行う起動制御部とを備え、
　前記信号処理制御部は、前記信号処理部に対して処理すべきデータの量を指示し、
　前記信号処理部は、前記信号処理制御部から指示された量のデータの処理が完了したら
前記無線送信部による無線送信処理と独立して停止期間に移行し、
　前記無線通信部は、前記信号処理部による信号処理と独立して、前記信号処理部に格納
されている信号処理済みのデータを前記データ再生装置に向けて無線送信することを特徴
とするデータ処理装置。
【請求項３】
　前記受信データ格納部のデータ格納量が規定量未満となるタイミングを計り、該タイミ
ングで前記起動制御部にトリガ信号を出力するトリガ信号出力部を備え、
　前記起動制御部は、前記トリガ信号に応じて、前記起動制御処理を行うことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記起動制御部は、前記受信データ格納部のデータ格納量が規定量未満となったときに
前記データ再生装置から送信され前記無線通信部を介して受信されるデータ送信要求信号
に応じて、前記起動制御処理を行うことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のデ
ータ処理装置。
【請求項５】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データの符号化処理を含むことを特徴とする請
求項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項６】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データの復号処理を含むことを特徴とする請求
項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項７】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データのサンプリング周波数変換処理を含むこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項８】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データの空間解像度変換処理を含むことを特徴
とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項９】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データのフレームレート変換処理を含むことを
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特徴とする請求項１乃至請求項６の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項１０】
　前記信号処理部による信号処理は、前記データのフォーマット変換処理を含むことを特
徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ処理装置。
【請求項１１】
　前記信号処理部による信号処理は、前記無線通信部が準拠する通信プロトコルに対応し
た、前記データのプロトコル処理を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか
に記載のデータ処理装置。
【請求項１２】
　前記クロック／電源制御部は、前記間欠動作の停止期間に、前記信号処理部の少なくと
も一部に供給するクロックの周波数の低減および遮断、ならびに、電源の電圧の低減およ
び遮断のうち少なくとも一つを行うことにより、前記信号処理部の少なくとも一部に供給
するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制限することを特徴とする請求項１乃至
請求項１１の何れかに記載のデータ処理装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ処理装置に関し、特に、オーディオビジュアルデータや放送信号等の
再生のための信号処理を行うデータ処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のデータ処理装置として、図８に示す送信装置１０５のように、ネットワーク経由
で取得した様々なコンテンツを格納するコンテンツデータ格納部１１５と、このコンテン
ツを受信装置２０５で再生可能なフォーマットに変換する信号処理部１２５と、フォーマ
ット変換された結果を格納する転送データ格納部１３５と、転送データ格納部１３５に格
納された結果をデータ再生装置としての受信装置２０５に無線送信する無線通信部１４５
とを備え、データ処理装置とデータ再生装置との間をワイヤレスにし、ケーブルの取り付
けや取り外しを不要とすることにより、操作性を向上させるものがあった（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　また、従来のデータ処理装置として、図９に示すように、放送波を受信する放送受信部
１９６と、放送受信部１９６で受信したデータを復号する信号処理部１２６と、信号処理
部１２６で復号した結果である復号データを格納する出力データ格納部１３６と、出力デ
ータ格納部１３６に格納されたデータを出力する出力部１４６と、装置各部の動作を制御
する制御部１５６と、放送受信部１９６と信号処理部１２６と出力データ格納部１３６と
に対する電源供給を制御する電源部１６６と、制御部１５６の起動タイミングを通知する
タイマ部１７６とを備え、１日に数回更新されるデータ放送を、放送受信部１９６と信号
処理部１２６を間欠動作させて受信および復号するものもあった（例えば、特許文献２参
照）。
【０００４】
　この従来のデータ処理装置においては、データ放送を受信する時間になるとタイマ部１
７６から割り込みを受けた制御部１５６により放送受信部１９６と信号処理部１２６と出
力データ格納部１３６とに対する電力供給が開始される。その後、放送波が放送受信部１
９６に受信され、信号処理部１２６で復号された結果が出力データ格納部１３６に格納さ
れる。その後、制御部１５６により放送受信部１９６と信号処理部１２６と出力データ格
納部１３６とにおける各処理が停止されるとともに、電源部１６６による電力の供給が遮
断される。
【０００５】
　このように、従来のデータ処理装置は、間欠動作の停止期間に電力の供給を遮断するこ
とにより、待機状態時の消費電力を削減していた。
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【特許文献１】特開２００７－３６８８６号公報
【特許文献２】特開平１１－１２２５８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された技術では、データ処理装置とデータ再生装置と
の間をワイヤレスにすることにより操作性を向上させることができるものの、データ処理
装置が常時動作しているため、電源およびクロックを各部に供給するだけで消費されるオ
フセット電流によって消費電流が増加し、消費電力がかかるといった問題があった。
【０００７】
　また、特許文献２に記載された技術では、データの更新頻度が１日に数回程度のデータ
放送のような用途においては消費電力を削減することができるものの、オーディオビジュ
アルデータや放送信号の再生のように連続したデータを信号処理して実時間処理で再生す
る用途の場合には、消費電力を削減することができないといった問題があった。
【０００８】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、オーディオビジュアルデータ
や放送信号のように連続したデータを信号処理してデータ再生装置にワイヤレスで送信す
るためにかかる消費電力を削減することができるデータ処理装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のデータ処理装置は、受信したデータを受信データ格納部に一時格納しながら再
生処理するデータ再生装置に送信するデータを処理するデータ処理装置において、データ
格納部に格納されたデータを読み出して信号処理を行う信号処理部と、前記信号処理部に
よって処理されたデータを一時蓄積する送信データ格納部と、前記信号処理部によって処
理されたデータを前記データ再生装置に向けて無線送信する無線通信部と、前記信号処理
を前記再生処理より速い速度で行わせることで間欠動作させるよう前記信号処理部を制御
する信号処理制御部と、前記データ再生装置における再生処理中であって前記間欠動作の
停止期間に、前記信号処理制御部の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくと
も一方の供給を制限することによって前記信号処理制御部の消費電力を制限するよう前記
信号処理制御部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するクロック／
電源制御部と、前記受信データ格納部のデータ格納量に基づいて、前記信号処理制御部の
少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給の制限の解除を前記ク
ロック／電源制御部に要求し、前記間欠動作の稼動期間への移行を前記信号処理制御部に
要求する起動制御処理を行う起動制御部とを備え、前記無線通信部は、前記信号処理部に
よる信号処理の稼働期間中に、以前の稼動期間で前記送信データ格納部に格納された信号
処理済みのデータを前記データ再生装置に向けて無線送信し、前記信号処理部の停止期間
は、前記信号処理済みのデータを無線送信する処理を停止する構成を有している。
　また、本発明のデータ処理装置は、受信したデータを受信データ格納部に一時格納しな
がら再生処理するデータ再生装置に送信するデータを処理するデータ処理装置において、
データ格納部に格納されたデータを読み出して信号処理を行う信号処理部と、前記信号処
理部によって処理されたデータを一時蓄積する送信データ格納部と、前記信号処理部によ
って処理されたデータを前記データ再生装置に向けて無線送信する無線通信部と、前記信
号処理を前記再生処理より速い速度で行わせることで間欠動作させるよう前記信号処理部
を制御する信号処理制御部と、前記データ再生装置における再生処理中であって前記間欠
動作の停止期間に、前記信号処理制御部の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少
なくとも一方の供給を制限することによって前記信号処理制御部の消費電力を制限するよ
う前記信号処理制御部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するクロ
ック／電源制御部と、前記受信データ格納部のデータ格納量に基づいて、前記信号処理制
御部の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給の制限の解除を
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前記クロック／電源制御部に要求し、前記間欠動作の稼動期間への移行を前記信号処理制
御部に要求する起動制御処理を行う起動制御部とを備え、前記信号処理制御部は、前記信
号処理部に対して処理すべきデータの量を指示し、前記信号処理部は、前記信号処理制御
部から指示された量のデータの処理が完了したら前記無線送信部による無線送信処理と独
立して停止期間に移行し、前記無線通信部は、前記信号処理部による信号処理と独立して
、前記信号処理部に格納されている信号処理済みのデータを前記データ再生装置に向けて
無線送信する構成を有している。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、オーディオビジュアルデータや放送信号のように連続したデータを信号処理
してデータ再生装置にワイヤレスで送信するためにかかる消費電力を削減することができ
るデータ処理装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１２】
　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態のデータ処理装置とデータ再生装置とを図１に示す。
【００１３】
　図１に示すように、データ処理装置１００は、データを格納するデータ格納部１１０と
、データ格納部１１０に格納されたデータを読み出して信号処理を行う第１の信号処理部
１２０と、第１の信号処理部１２０によって処理されたデータをデータ再生装置２００に
向けて無線送信する第１の無線通信部１４０と、第１の信号処理部１２０を間欠動作させ
るよう制御する信号処理制御部１５０と、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部
１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するク
ロック／電源制御部１６０と、クロック／電源制御部１６０を制御する起動制御部１８０
と、起動制御部１８０にクロック／電源制御部１６０を制御させるタイミングにトリガ信
号を出力するトリガ信号出力部１７０とを備えている。
【００１４】
　また、データ再生装置２００は、第１の無線通信部１４０から無線送信されたデータを
受信する第２の無線通信部２４０と、第２の無線通信部２４０に受信されたデータを一時
格納する受信データ格納部２３０と、受信データ格納部２３０から実時間処理でデータを
読み出しながら信号処理を行って出力する第２の信号処理部２２０とを備えている。
【００１５】
　なお、本実施の形態においては、データ処理装置１００を携帯電話端末によって構成し
、データ再生装置２００をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の無線通信方式に対応した
ステレオヘッドフォンによって構成し、データ処理装置１００に格納された音楽コンテン
ツのデータをデータ再生装置２００に無線送信して再生する例について説明する。
【００１６】
　データ格納部１１０は、メモリカードによって構成されている。データ格納部１１０に
格納されているデータは、ＡＡＣ（Advanced Audio Codec）で符号化された音声の圧縮デ
ータである。
【００１７】
　第１の信号処理部１２０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）によって構成され、
データ格納部１１０に格納された圧縮データをＤＳＰのソフトウェア処理でＰＣＭ（Puls
e Code Modulation）データに復号するようになっている。
【００１８】
　また、第１の信号処理部１２０は、ＰＣＭデータをデータ再生装置２００で再生可能な
符号化データであるＳＢＣ（SubBand Codec）データに符号化した後、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈの通信プロトコルに沿ってプロトコル処理を行うことにより、パケットデータを生成す
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るようになっている。
【００１９】
　第１の無線通信部１４０および第２の無線通信部２４０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に
準拠した無線通信を行うことにより、パケットデータを送受信するようになっている。
【００２０】
　信号処理制御部１５０は、マイクロコンピュータ等のデータ処理装置１００の各部を制
御するためのプロセッサによって構成され、例えば、第１の信号処理部１２０に対して信
号処理の開始や停止等を指示するようになっている。
【００２１】
　特に、信号処理制御部１５０は、信号処理を実時間処理より速い速度で行わせることで
間欠動作させるよう第１の信号処理部１２０を制御するようになっている。
【００２２】
　具体的には、信号処理制御部１５０は、第１の信号処理部１２０に処理させるデータの
量を指示し、指示した量のデータの処理が完了した旨の通知を第１の信号処理部１２０か
ら受けて起動制御部１８０に停止要求をした後、起動制御部１８０から稼動期間への移行
の要求を受けて、再び第１の信号処理部１２０に処理させるデータの量を指示するように
なっている。これにより、第１の信号処理部１２０は、信号処理を行っている稼動状態と
、信号処理を停止している停止状態とを交互にとるよう間欠動作する。
【００２３】
　トリガ信号出力部１７０は、タイマを有し、第１の無線通信部１４０によって送信され
るパケットデータの転送レートと、第２の信号処理部２２０によるデータの実時間の読み
出し速度とに基づいて、受信データ格納部２３０のデータ格納量が規定量未満となるタイ
ミングを計り、このタイミングで起動制御部１８０にトリガ信号を出力するようになって
いる。
【００２４】
　ここで、規定量は、第２の信号処理部２２０によって実時間処理でデータが読み出され
ている受信データ格納部２３０のデータ格納量が０とならないように予め定められている
。
【００２５】
　起動制御部１８０は、信号処理制御部１５０の停止要求に応じて、第１の信号処理部１
２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくと
も一方の供給の制限を要求する制限要求信号をクロック／電源制御部１６０に出力する停
止制御処理を行うようになっている。ここで、信号処理制御部１５０の少なくとも一部は
、第１の信号処理部１２０を制御する部分を含む。
【００２６】
　また、起動制御部１８０は、トリガ信号出力部１７０によって出力されたトリガ信号に
応じて、停止制御処理で要求した制限の解除を要求する解除要求信号をクロック／電源制
御部１６０に出力し、間欠動作の稼動期間への移行を信号処理制御部１５０に要求する起
動制御処理を行うようになっている。
【００２７】
　クロック／電源制御部１６０は、起動制御部１８０から出力された制限要求信号に応じ
て、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するク
ロックおよび電源の少なくとも一方を制限することによって、データ処理装置１００の消
費電力を抑制するようになっている。また、クロック／電源制御部１６０は、起動制御部
１８０から出力された解除要求信号に応じて、当該制限を解除するようになっている。
【００２８】
　第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するクロ
ックを制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該クロックの遮断、低周波
数化および低電圧化の何れかを行うよう、当該クロックを生成する図示しないクロック発
生回路を制御するように構成される。
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【００２９】
　また、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給す
る電源を制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該電源の遮断および低電
圧化の何れかを行うよう、当該電源を供給する図示しない電源回路を制御するように構成
される。
【００３０】
　受信データ格納部２３０は、半導体メモリによって構成され、第２の無線通信部２４０
によって受信されたパケットデータから変換されたＳＢＣデータを格納するようになって
いる。
【００３１】
　第２の信号処理部２２０は、受信データ格納部２３０からＳＢＣデータを実時間処理で
読み出し、読み出したＳＢＣデータを復号し、復号して得られたＰＣＭデータをアナログ
の音声信号に変換して出力するようになっている。
【００３２】
　以上のように構成されたデータ処理装置１００およびデータ再生装置２００について図
２を用いてその動作を説明する。ここで、データ処理装置１００およびデータ再生装置２
００は、ＡＡＣやＳＢＣ等の処理単位であるフレーム単位で処理を行うものとする。
【００３３】
　まず、第１の稼動期間において、データ処理装置１００では、所定のフレーム数（例え
ば、１０フレーム）分のＡＡＣの復号処理が連続して行われる。次いで、この復号処理の
結果をＳＢＣデータに符号化するＳＢＣ処理と、ＳＢＣデータをパケットデータに変換す
るプロトコル処理とが行われる。
【００３４】
　次いで、パケットデータをデータ再生装置２００に送信する送信処理が行われる。送信
処理が完了すると間欠動作が待機期間となる。この期間では、第１の信号処理部１２０と
信号処理制御部１５０の少なくとも一部のクロックや電源の供給が停止され、データ処理
装置１００が省電力状態とする。
【００３５】
　一方、データ再生装置２００では、データ処理装置１００から受信されたパケットデー
タから得られたＳＢＣデータの復号処理と、復号処理により得られたＰＣＭデータのアナ
ログ信号への変換処理とを含む再生処理が実時間で連続して行われる。このため、受信デ
ータ格納部２３０に格納されたＳＢＣデータは第２の信号処理部２２０から随時読み出さ
れ消費される。
【００３６】
　このように、時刻Ｔ１からＴ２にかけて、第２の信号処理部２２０で消費されるより多
い量のデータがデータ処理装置１００から送信されるため、受信データ格納部２３０のデ
ータ格納量は、急激に増加する。
【００３７】
　一方、データ処理装置１００からデータが送信されなくなる時刻Ｔ２からは、受信デー
タ格納部２３０に格納されたデータが第２の信号処理部２２０によって消費されるだけと
なり、受信データ格納部２３０のデータ格納量は、減少していく。
【００３８】
　受信データ格納部２３０のデータ格納量が時刻Ｔ３で規定量以下になるタイミングがト
リガ信号出力部１７０によって計られると、データ処理装置１００において信号処理が再
開され、時刻Ｔ４で送信処理が再開される。なお、前述した受信データ格納部２３０のデ
ータ格納量に対する規定量は、時刻Ｔ４で受信データ格納部２３０のデータ格納量が０に
ならないように定められている。
【００３９】
　以上のようにデータ処理装置１００およびデータ再生装置２００が動作することにより
、受信データ格納部２３０に格納されたデータが枯渇することなく、連続したデータの再
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生が実現される。
【００４０】
　例えば、４８ｋＨｚサンプリングのデータの再生時間は、１０フレームで約２００ｍｓ
ｅｃであり、この時間内にデータ処理装置１００の処理が完了すれば連続したデータを再
生することができる。第１の信号処理部１２０が１０倍速で復号することが可能であれば
、１０フレーム分の処理が２０ｍｓｅｃで完了する。
【００４１】
　さらに、データ処理装置１００がＳＢＣ処理と送信処理もそれぞれ１０ｍｓｅｃで完了
することが可能であれば、計４０ｍｓｅｃで復号処理から送信処理までが完了される。こ
のように、２００ｍｓｅｃの期間中４０ｍｓｅｃで処理が完了すれば８０％を待機期間と
することができる。
【００４２】
　このような本発明の第１の実施の形態のデータ処理装置１００は、間欠動作の停止期間
に第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロッ
ク又は電源の少なくとも一方の供給を制限するため、音楽コンテンツのデータを信号処理
してデータ再生装置２００にワイヤレスで送信するためにかかる消費電力を削減すること
ができる。
【００４３】
　なお、本実施の形態では、データ処理装置１００を携帯電話端末によって構成した例に
ついて説明したが、これに限定するものではなく、携帯音楽再生機器等の携帯オーディオ
ビジュアル端末によって構成してもよい。
【００４４】
　また、本実施の形態では、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とが、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に準拠した無線通信を行うものとして説明したが、これに限定する
ものではなく、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とは、赤外線通信等の
オーディオビジュアルデータを通信できる無線通信方式に準拠した無線通信を行うように
すればよい。
【００４５】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０がメモリカードによって構成されるもの
として説明したが、これに限定するものではなく、データ格納部１１０は、磁気テープ、
磁気ディスク、半導体メモリ、ハードディスク等のオーディオビジュアルデータが格納で
きるものによって構成されていればよい。
【００４６】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０に格納されているデータがＡＡＣで符号
化された音声の圧縮データとして説明したが、これに限定するものではなく、データ格納
部１１０に格納されているデータは、ＭＰ３（MPEG Audio Layer-3）データ等のようにデ
ジタル化した音声データを圧縮したデータであればよい。
【００４７】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＭＰＥＧ－４ビデオ等の動画デ
ータやＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等の静止画データであってもよい
。
【００４８】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＤＥＳ（Data Encryption Stan
dard）やＡＥＳ（Advanced Encryption Standard ）等で暗号化された暗号文であっても
よい。この場合には、これら暗号の復号処理をさらに行うように第１の信号処理部１２０
を構成する。
【００４９】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＡＡＣの復号処理、ＳＢＣ処理、
プロトコル処理を行うものとして説明したが、これに限定するものではなく、データ再生
装置２００でデータが再生できる範囲であれば、第１の信号処理部１２０は、これら処理
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の一部を行うようにしてもよい。
【００５０】
　また、本実施の形態では、第２の信号処理部２２０がアナログ変換処理を行うものとし
て説明したが、これに限定するものではなく、第２の信号処理部２２０の出力先が液晶表
示装置のようにデジタルデータを入力とする場合には、第２の信号処理部２２０は、アナ
ログ変換処理を行わなくてもよい。
【００５１】
　また、本実施の形態では、データ再生装置２００でデータを再生できるように第１の信
号処理部１２０がＡＡＣからＳＢＣにトランスコードするものとして説明したが、これに
限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、データがデータ再生装置２００で再
生できないサンプリング周波数であれば再生可能なサンプリング周波数に変換する周波数
変換処理、データがデータ再生装置２００で再生できない空間解像度であれば再生可能な
空間解像度に変換する空間解像度変換処理、データがデータ再生装置２００で再生できな
いフレームレートであれば再生可能なフレームレートに変換するフレームレート変換処理
、データがデータ再生装置２００で再生できないフォーマットであれば再生可能なフォー
マットに変換するフォーマット変換処理を行うようにしてもよい。
【００５２】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＤＳＰによって構成されるものと
して説明したが、これに限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）等の他のプロセッサによって構成してもよく、一部をハードウ
ェアによって構成してもよく、全てをハードウェアによって構成してもよい。
【００５３】
　また、本実施の形態では、データ処理装置１００が一度の稼動期間で処理するフレーム
数を１０フレームとして説明したが、これに限定するものではない。ただし、稼動期間と
待機期間との遷移には、クロック制御処理や電源制御処理等の、遷移に必要な処理のオー
バーヘッドがあり、遷移の回数が多いほどオーバーヘッド回数が増えて負荷が増大するた
め、一度の稼動期間で処理するフレーム数が多い方が好ましい。
【００５４】
　（第２の実施の形態）
　本発明の第２の実施の形態のデータ処理装置とデータ再生装置とを図３に示す。なお、
本実施の形態では、本発明の第１の実施の形態のデータ処理装置１００およびデータ再生
装置２００の各構成要素に対応する構成要素には、同一の符号を付して説明する。
【００５５】
　図３に示すように、データ処理装置３００は、データを格納するデータ格納部１１０と
、データ格納部１１０に格納されたデータを読み出して信号処理を行う第１の信号処理部
１２０と、第１の信号処理部１２０によって処理されたデータをデータ再生装置４００に
向けて無線送信する第１の無線通信部１４０と、第１の信号処理部１２０を間欠動作させ
るよう制御する信号処理制御部１５０と、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部
１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するク
ロック／電源制御部１６０と、クロック／電源制御部１６０を制御する起動制御部１８０
とを備えている。
【００５６】
　また、データ再生装置４００は、第１の無線通信部１４０から無線送信されたデータを
受信する第２の無線通信部２４０と、第２の無線通信部２４０に受信されたデータを一時
格納する受信データ格納部２３０と、受信データ格納部２３０から実時間処理でデータを
読み出しながら信号処理を行って出力する第２の信号処理部２２０と、受信データ格納部
２３０のデータ格納量を監視する受信データ監視部２９０とを備えている。
【００５７】
　なお、本実施の形態においては、データ処理装置３００を携帯電話端末によって構成し
、データ再生装置４００をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等の無線通信方式に対応したステレオヘッ
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ドフォンによって構成し、データ処理装置３００に格納された音楽コンテンツのデータを
データ再生装置４００に無線送信して再生する例について説明する。
【００５８】
　データ格納部１１０は、メモリカードによって構成されている。データ格納部１１０に
格納されているデータは、ＡＡＣ（Advanced Audio Codec）で符号化された音声の圧縮デ
ータである。
【００５９】
　第１の信号処理部１２０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）によって構成され、
データ格納部１１０に格納された圧縮データをＤＳＰのソフトウェア処理でＰＣＭ（Puls
e Code Modulation）データに復号するようになっている。
【００６０】
　また、第１の信号処理部１２０は、ＰＣＭデータをデータ再生装置４００で再生可能な
符号化データであるＳＢＣ（SubBand Codec）データに符号化した後、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈの通信プロトコルに沿ってプロトコル処理を行うことにより、パケットデータを生成す
るようになっている。
【００６１】
　第１の無線通信部１４０および第２の無線通信部２４０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に
準拠した無線通信を行うことにより、パケットデータを送受信するようになっている。ま
た、第２の無線通信部２４０は、受信データ監視部２９０からの指示を受けて、パケット
データの送信を要求するためのデータ送信要求信号を第１の無線通信部１４０に送信する
ようになっている。
【００６２】
　信号処理制御部１５０は、マイクロコンピュータ等のデータ処理装置３００の各部を制
御するためのプロセッサによって構成され、例えば、第１の信号処理部１２０に対して信
号処理の開始や停止等を指示するようになっている。
【００６３】
　特に、信号処理制御部１５０は、信号処理を実時間処理より速い速度で行わせることで
間欠動作させるよう第１の信号処理部１２０を制御するようになっている。
【００６４】
　具体的には、信号処理制御部１５０は、第１の信号処理部１２０に処理させるデータの
量を指示し、指示した量のデータの処理が完了した旨の通知を第１の信号処理部１２０か
ら受けて起動制御部１８０に停止要求をした後、起動制御部１８０から稼動期間への移行
の要求を受けて、再び第１の信号処理部１２０に処理させるデータの量を指示するように
なっている。これにより、第１の信号処理部１２０は、信号処理を行っている稼動状態と
、信号処理を停止している停止状態とを交互にとるよう間欠動作する。
【００６５】
　起動制御部１８０は、信号処理制御部１５０の停止要求に応じて、第１の信号処理部１
２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくと
も一方の供給の制限を要求する制限要求信号をクロック／電源制御部１６０に出力する停
止制御処理を行うようになっている。ここで、信号処理制御部１５０の少なくとも一部は
、第１の信号処理部１２０を制御する部分を含む。
【００６６】
　また、起動制御部１８０は、第１の無線通信部１４０に受信されたデータ送信要求信号
に応じて、停止制御処理で要求した制限の解除を要求する解除要求信号をクロック／電源
制御部１６０に出力し、間欠動作の稼動期間への移行を信号処理制御部１５０に要求する
起動制御処理を行うようになっている。
【００６７】
　クロック／電源制御部１６０は、起動制御部１８０から出力された制限要求信号に応じ
て、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するク
ロックおよび電源の少なくとも一方を制限することによって、データ処理装置３００の消
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費電力を抑制するようになっている。また、クロック／電源制御部１６０は、起動制御部
１８０から出力された解除要求信号に応じて、当該制限を解除するようになっている。
【００６８】
　第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するクロ
ックを制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該クロックの遮断、低周波
数化および低電圧化の何れかを行うよう、当該クロックを生成する図示しないクロック発
生回路を制御するように構成される。
【００６９】
　また、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給す
る電源を制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該電源の遮断および低電
圧化の何れかを行うよう、当該電源を供給する図示しない電源回路を制御するように構成
される。
【００７０】
　受信データ格納部２３０は、半導体メモリによって構成され、第２の無線通信部２４０
によって受信されたパケットデータから変換されたＳＢＣデータを格納するようになって
いる。
【００７１】
　第２の信号処理部２２０は、受信データ格納部２３０からＳＢＣデータを実時間処理で
読み出し、読み出したＳＢＣデータを復号し、復号して得られたＰＣＭデータをアナログ
の音声信号に変換して出力するようになっている。
【００７２】
　受信データ監視部２９０は、受信データ格納部２３０のデータ格納量を監視し、受信デ
ータ格納部２３０のデータ格納量が規定量以下となったときにデータ送信要求信号の送信
を第２の無線通信部２４０に指示するようになっている。ここで、規定量は、第２の信号
処理部２２０によって実時間処理でデータが読み出されている受信データ格納部２３０の
データ格納量が０とならないように予め定められている。
【００７３】
　以上のように構成されたデータ処理装置３００およびデータ再生装置４００については
、本発明の第１の実施の形態で図２を用いて説明したデータ処理装置１００およびデータ
再生装置２００の動作と略同じタイミングで動作するため、その説明を省略する。
【００７４】
　このような本発明の第２の実施の形態のデータ処理装置３００は、間欠動作の停止期間
に第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロッ
ク又は電源の少なくとも一方の供給を制限するため、音楽コンテンツのデータを信号処理
してデータ再生装置４００にワイヤレスで送信するためにかかる消費電力を削減すること
ができる。
【００７５】
　また、本発明の第２の実施の形態のデータ処理装置３００は、受信データ格納部２３０
のデータ格納量を監視する受信データ監視部２９０からの指示で送信されるデータ送信要
求信号に応じて起動制御処理を行うため、データ再生装置４００に対するデータの送信を
より正確なタイミングで行うことができる。
【００７６】
　なお、本実施の形態では、データ処理装置３００を携帯電話端末によって構成した例に
ついて説明したが、これに限定するものではなく、携帯音楽再生機器等の携帯オーディオ
ビジュアル端末によって構成してもよい。
【００７７】
　また、本実施の形態では、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とが、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に準拠した無線通信を行うものとして説明したが、これに限定する
ものではなく、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とは、赤外線通信等の
オーディオビジュアルデータを通信できる無線通信方式に準拠した無線通信を行うように
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すればよい。
【００７８】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０がメモリカードによって構成されるもの
として説明したが、これに限定するものではなく、データ格納部１１０は、磁気テープ、
磁気ディスク、半導体メモリ、ハードディスク等のオーディオビジュアルデータが格納で
きるものによって構成されていればよい。
【００７９】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０に格納されているデータがＡＡＣで符号
化された音声の圧縮データとして説明したが、これに限定するものではなく、データ格納
部１１０に格納されているデータは、ＭＰ３（MPEG Audio Layer-3）データ等のようにデ
ジタル化した音声データを圧縮したデータであればよい。
【００８０】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＭＰＥＧ－４ビデオ等の動画デ
ータやＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等の静止画データであってもよい
。
【００８１】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＤＥＳ（Data Encryption Stan
dard）やＡＥＳ（Advanced Encryption Standard ）等で暗号化された暗号文であっても
よい。この場合には、これら暗号の復号処理をさらに行うように第１の信号処理部１２０
を構成する。
【００８２】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＡＡＣの復号処理、ＳＢＣ処理、
プロトコル処理を行うものとして説明したが、これに限定するものではなく、データ再生
装置４００でデータが再生できる範囲であれば、第１の信号処理部１２０は、これら処理
の一部を行うようにしてもよい。
【００８３】
　また、本実施の形態では、第２の信号処理部２２０がアナログ変換処理を行うものとし
て説明したが、これに限定するものではなく、第２の信号処理部２２０の出力先が液晶表
示装置のようにデジタルデータを入力とする場合には、第２の信号処理部２２０は、アナ
ログ変換処理を行わなくてもよい。
【００８４】
　また、本実施の形態では、データ再生装置４００でデータを再生できるように第１の信
号処理部１２０がＡＡＣからＳＢＣにトランスコードするものとして説明したが、これに
限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、データがデータ再生装置４００で再
生できないサンプリング周波数であれば再生可能なサンプリング周波数に変換する周波数
変換処理、データがデータ再生装置４００で再生できない空間解像度であれば再生可能な
空間解像度に変換する空間解像度変換処理、データがデータ再生装置４００で再生できな
いフレームレートであれば再生可能なフレームレートに変換するフレームレート変換処理
、データがデータ再生装置４００で再生できないフォーマットであれば再生可能なフォー
マットに変換するフォーマット変換処理を行うようにしてもよい。
【００８５】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＤＳＰによって構成されるものと
して説明したが、これに限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）等の他のプロセッサによって構成してもよく、一部をハードウ
ェアによって構成してもよく、全てをハードウェアによって構成してもよい。
【００８６】
　また、本実施の形態では、データ処理装置３００が一度の稼動期間で処理するフレーム
数を１０フレームとして説明したが、これに限定するものではない。ただし、稼動期間と
待機期間との遷移には、クロック制御処理や電源制御処理等の、遷移に必要な処理のオー
バーヘッドがあり、遷移の回数が多いほどオーバーヘッド回数が増えて負荷が増大するた
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め、一度の稼動期間で処理するフレーム数が多い方が好ましい。
【００８７】
　（第３の実施の形態）
　本発明の第３の実施の形態のデータ処理装置とデータ再生装置とを図４に示す。なお、
本実施の形態では、本発明の第２の実施の形態のデータ処理装置３００およびデータ再生
装置４００の各構成要素に対応する構成要素には、同一の符号を付して説明する。
【００８８】
　図４に示すように、データ処理装置５００は、データを格納するデータ格納部１１０と
、データ格納部１１０に格納されたデータを読み出して信号処理を行う第１の信号処理部
１２０と、第１の信号処理部１２０によって処理されたデータを一時格納する送信データ
格納部１３０と、送信データ格納部１３０に格納されたデータをデータ再生装置６００に
向けて無線送信する第１の無線通信部１４０と、第１の信号処理部１２０を間欠動作させ
るよう制御する信号処理制御部１５０と、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部
１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するク
ロック／電源制御部１６０と、クロック／電源制御部１６０を制御する起動制御部１８０
とを備えている。
【００８９】
　また、データ再生装置６００は、第１の無線通信部１４０から無線送信されたデータを
受信する第２の無線通信部２４０と、第２の無線通信部２４０に受信されたデータを一時
格納する受信データ格納部２３０と、受信データ格納部２３０から実時間処理でデータを
読み出しながら信号処理を行って出力する第２の信号処理部２２０と、受信データ格納部
２３０のデータ格納量を監視する受信データ監視部２９０とを備えている。
【００９０】
　なお、本実施の形態においては、データ処理装置５００を携帯電話端末によって構成し
、データ再生装置６００をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等の無線通信方式に対応したステレオヘッ
ドフォンによって構成し、データ処理装置５００に格納された音楽コンテンツのデータを
データ再生装置６００に無線送信して再生する例について説明する。
【００９１】
　データ格納部１１０は、メモリカードによって構成されている。データ格納部１１０に
格納されているデータは、ＡＡＣ（Advanced Audio Codec）で符号化された音声の圧縮デ
ータである。
【００９２】
　第１の信号処理部１２０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）によって構成され、
データ格納部１１０に格納された圧縮データをＤＳＰのソフトウェア処理でＰＣＭ（Puls
e Code Modulation）データに復号するようになっている。
【００９３】
　また、第１の信号処理部１２０は、ＰＣＭデータをデータ再生装置６００で再生可能な
符号化データであるＳＢＣ（SubBand Codec）データに符号化した後、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈの通信プロトコルに沿ってプロトコル処理を行うことにより、パケットデータを生成す
るようになっている。
【００９４】
　第１の無線通信部１４０および第２の無線通信部２４０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に
準拠した無線通信を行うことにより、パケットデータを送受信するようになっている。こ
こで、第１の無線通信部１４０は、第１の信号処理部１２０が信号処理をしている間に、
送信データ格納部１３０に格納された信号処理済みのパケットデータを送信するようにな
っている。また、第２の無線通信部２４０は、受信データ監視部２９０からの指示を受け
て、パケットデータの送信を要求するためのデータ送信要求信号を第１の無線通信部１４
０に送信するようになっている。
【００９５】
　信号処理制御部１５０は、マイクロコンピュータ等のデータ処理装置５００の各部を制
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御するためのプロセッサによって構成され、例えば、第１の信号処理部１２０に対して信
号処理の開始や停止等を指示するようになっている。
【００９６】
　特に、信号処理制御部１５０は、信号処理を実時間処理より速い速度で行わせることで
間欠動作させるよう第１の信号処理部１２０を制御するようになっている。
【００９７】
　具体的には、信号処理制御部１５０は、第１の信号処理部１２０に処理させるデータの
量を指示し、指示した量のデータの処理が完了した旨の通知を第１の信号処理部１２０か
ら受けて起動制御部１８０に停止要求をした後、起動制御部１８０から稼動期間への移行
の要求を受けて、再び第１の信号処理部１２０に処理させるデータの量を指示するように
なっている。これにより、第１の信号処理部１２０は、信号処理を行っている稼動状態と
、信号処理を停止している停止状態とを交互にとるよう間欠動作する。
【００９８】
　起動制御部１８０は、信号処理制御部１５０の停止要求に応じて、第１の信号処理部１
２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくと
も一方の供給の制限を要求する制限要求信号をクロック／電源制御部１６０に出力する停
止制御処理を行うようになっている。ここで、信号処理制御部１５０の少なくとも一部は
、第１の信号処理部１２０を制御する部分を含む。
【００９９】
　また、起動制御部１８０は、第１の無線通信部１４０に受信されたデータ送信要求信号
に応じて、停止制御処理で要求した制限の解除を要求する解除要求信号をクロック／電源
制御部１６０に出力し、間欠動作の稼動期間への移行を信号処理制御部１５０に要求する
起動制御処理を行うようになっている。
【０１００】
　クロック／電源制御部１６０は、起動制御部１８０から出力された制限要求信号に応じ
て、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するク
ロックおよび電源の少なくとも一方を制限することによって、データ処理装置５００の消
費電力を抑制するようになっている。また、クロック／電源制御部１６０は、起動制御部
１８０から出力された解除要求信号に応じて、当該制限を解除するようになっている。
【０１０１】
　第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するクロ
ックを制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該クロックの遮断、低周波
数化および低電圧化の何れかを行うよう、当該クロックを生成する図示しないクロック発
生回路を制御するように構成される。
【０１０２】
　また、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給す
る電源を制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該電源の遮断および低電
圧化の何れかを行うよう、当該電源を供給する図示しない電源回路を制御するように構成
される。
【０１０３】
　受信データ格納部２３０は、半導体メモリによって構成され、第２の無線通信部２４０
によって受信されたパケットデータから変換されたＳＢＣデータを格納するようになって
いる。
【０１０４】
　第２の信号処理部２２０は、受信データ格納部２３０からＳＢＣデータを実時間処理で
読み出し、読み出したＳＢＣデータを復号し、復号して得られたＰＣＭデータをアナログ
の音声信号に変換して出力するようになっている。
【０１０５】
　受信データ監視部２９０は、受信データ格納部２３０のデータ格納量を監視し、受信デ
ータ格納部２３０のデータ格納量が規定量以下となったときにデータ送信要求信号の送信
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を第２の無線通信部２４０に指示するようになっている。ここで、規定量は、第２の信号
処理部２２０によって実時間処理でデータが読み出されている受信データ格納部２３０の
データ格納量が０とならないように予め定められている。
【０１０６】
　以上のように構成されたデータ処理装置５００およびデータ再生装置６００について図
５を用いてその動作を説明する。ここで、データ処理装置５００およびデータ再生装置６
００は、ＡＡＣやＳＢＣ等の処理単位であるフレーム単位で処理を行うものとする。
【０１０７】
　まず、第２の稼動期間において、データ処理装置５００では、所定のフレーム数（例え
ば、１０フレーム）分のＡＡＣの復号処理が連続して行われる。次いで、この復号処理の
結果をＳＢＣデータに符号化するＳＢＣ処理と、ＳＢＣデータをパケットデータに変換す
るプロトコル処理とが行われ、パケットデータが送信データ格納部１３０に格納される。
【０１０８】
　これら信号処理が行われている間に、送信データ格納部１３０に格納されたパケットデ
ータをデータ再生装置６００に送信する送信処理が行われる。なお、送信処理では、１つ
前の稼動期間で第１の信号処理部１２０によって処理されて送信データ格納部１３０に格
納してあったパケットデータが送信される。例えば、第３の稼動期間では、第２の稼動期
間に送信データ格納部１３０に格納されたパケットデータが送信される。
【０１０９】
　送信処理と第１の信号処理部１２０の処理とが完了すると間欠動作が待機期間となる。
この期間では、第１の信号処理部１２０と信号処理制御部１５０の少なくとも一部のクロ
ックや電源の供給が停止され、データ処理装置５００が省電力状態とする。
【０１１０】
　一方、データ再生装置６００では、データ処理装置５００から受信されたパケットデー
タから得られたＳＢＣデータの復号処理と、復号処理により得られたＰＣＭデータのアナ
ログ信号への変換処理とを含む再生処理が実時間で連続して行われる。このため、受信デ
ータ格納部２３０に格納されたＳＢＣデータは第２の信号処理部２２０から随時読み出さ
れ消費される。
【０１１１】
　このように、時刻Ｔ１からＴ２にかけて、第２の信号処理部２２０で消費されるより多
い量のデータがデータ処理装置５００から送信されるため、受信データ格納部２３０のデ
ータ格納量は、急激に増加する。
【０１１２】
　一方、データ処理装置５００からデータが送信されなくなる時刻Ｔ２からは、受信デー
タ格納部２３０に格納されたデータが第２の信号処理部２２０によって消費されるだけと
なり、受信データ格納部２３０のデータ格納量は、減少していく。
【０１１３】
　受信データ格納部２３０のデータ格納量が時刻Ｔ３で規定量以下になり、データ処理装
置５００にデータ送信要求信号が送信されると、データ処理装置５００において信号処理
が再開され、時刻Ｔ４で送信処理が再開される。なお、前述した受信データ格納部２３０
のデータ格納量に対する規定量は、時刻Ｔ４で受信データ格納部２３０のデータ格納量が
０にならないように定められる。
【０１１４】
　以上のようにデータ処理装置５００およびデータ再生装置６００が動作することにより
、受信データ格納部２３０に格納されたデータが枯渇することなく、連続したデータの再
生が実現される。
【０１１５】
　例えば、４８ｋＨｚサンプリングのデータの再生時間は、１０フレームで約２００ｍｓ
ｅｃであり、この時間内にデータ処理装置５００の処理が完了すれば連続したデータを再
生することができる。第１の信号処理部１２０が１０倍速で復号することが可能であれば
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、１０フレーム分の処理が２０ｍｓｅｃで完了する。
【０１１６】
　さらに、データ処理装置５００がＳＢＣ処理と送信処理もそれぞれ１０ｍｓｅｃで完了
することが可能であれば、送信処理が復号処理と符号化処理とに対して並列に動作するた
め計３０ｍｓｅｃで復号処理から送信処理までが完了される。このように、２００ｍｓｅ
ｃの期間中３０ｍｓｅｃで処理が完了すれば８５％を待機期間とすることができる。
【０１１７】
　このような本発明の第３の実施の形態のデータ処理装置５００は、間欠動作の停止期間
に第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロッ
ク又は電源の少なくとも一方の供給を制限するため、音楽コンテンツのデータを信号処理
してデータ再生装置６００にワイヤレスで送信するためにかかる消費電力を削減すること
ができる。
【０１１８】
　また、本発明の第３の実施の形態のデータ処理装置５００は、受信データ格納部２３０
のデータ格納量を監視する受信データ監視部２９０からの指示でデータ再生装置６００か
ら送信されるデータ送信要求信号に応じて起動制御処理を行うため、データ再生装置６０
０に対するデータの送信をより正確なタイミングで行うことができる。
【０１１９】
　また、本発明の第３の実施の形態のデータ処理装置５００は、データ再生装置６００に
パケットデータを送信する送信処理を復号処理および符号化処理と並列に実行することが
でき、間欠動作の待機期間をより長くすることができる。
【０１２０】
　なお、本実施の形態では、データ処理装置５００を携帯電話端末によって構成した例に
ついて説明したが、これに限定するものではなく、携帯音楽再生機器等の携帯オーディオ
ビジュアル端末によって構成してもよい。
【０１２１】
　また、本実施の形態では、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とが、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に準拠した無線通信を行うものとして説明したが、これに限定する
ものではなく、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とは、赤外線通信等の
オーディオビジュアルデータを通信できる無線通信方式に準拠した無線通信を行うように
すればよい。
【０１２２】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０がメモリカードによって構成されるもの
として説明したが、これに限定するものではなく、データ格納部１１０は、磁気テープ、
磁気ディスク、半導体メモリ、ハードディスク等のオーディオビジュアルデータが格納で
きるものによって構成されていればよい。
【０１２３】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０に格納されているデータがＡＡＣで符号
化された音声の圧縮データとして説明したが、これに限定するものではなく、データ格納
部１１０に格納されているデータは、ＭＰ３（MPEG Audio Layer-3）データ等のようにデ
ジタル化した音声データを圧縮したデータであればよい。
【０１２４】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＭＰＥＧ－４ビデオ等の動画デ
ータやＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等の静止画データであってもよい
。
【０１２５】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＤＥＳ（Data Encryption Stan
dard）やＡＥＳ（Advanced Encryption Standard ）等で暗号化された暗号文であっても
よい。この場合には、これら暗号の復号処理をさらに行うように第１の信号処理部１２０
を構成する。
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【０１２６】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＡＡＣの復号処理、ＳＢＣ処理、
プロトコル処理を行うものとして説明したが、これに限定するものではなく、データ再生
装置６００でデータが再生できる範囲であれば、第１の信号処理部１２０は、これら処理
の一部を行うようにしてもよい。
【０１２７】
　また、本実施の形態では、第２の信号処理部２２０がアナログ変換処理を行うものとし
て説明したが、これに限定するものではなく、第２の信号処理部２２０の出力先が液晶表
示装置のようにデジタルデータを入力とする場合には、第２の信号処理部２２０は、アナ
ログ変換処理を行わなくてもよい。
【０１２８】
　また、本実施の形態では、データ再生装置６００でデータを再生できるように第１の信
号処理部１２０がＡＡＣからＳＢＣにトランスコードするものとして説明したが、これに
限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、データがデータ再生装置６００で再
生できないサンプリング周波数であれば再生可能なサンプリング周波数に変換する周波数
変換処理、データがデータ再生装置６００で再生できない空間解像度であれば再生可能な
空間解像度に変換する空間解像度変換処理、データがデータ再生装置６００で再生できな
いフレームレートであれば再生可能なフレームレートに変換するフレームレート変換処理
、データがデータ再生装置６００で再生できないフォーマットであれば再生可能なフォー
マットに変換するフォーマット変換処理を行うようにしてもよい。
【０１２９】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＤＳＰによって構成されるものと
して説明したが、これに限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）等の他のプロセッサによって構成してもよく、一部をハードウ
ェアによって構成してもよく、全てをハードウェアによって構成してもよい。
【０１３０】
　また、本実施の形態では、データ処理装置５００が一度の稼動期間で処理するフレーム
数を１０フレームとして説明したが、これに限定するものではない。ただし、稼動期間と
待機期間との遷移には、クロック制御処理や電源制御処理等の、遷移に必要な処理のオー
バーヘッドがあり、遷移の回数が多いほどオーバーヘッド回数が増えて負荷が増大するた
め、一度の稼動期間で処理するフレーム数が多い方が好ましい。
【０１３１】
　また、本実施の形態では、起動制御部１８０がデータ再生装置６００から送信されたデ
ータ送信要求信号に応じて起動制御処理を行うものとして説明したが、本発明の第１の実
施の形態のデータ処理装置１００と同様に、データ処理装置５００にトリガ信号出力部１
７０を設け、起動制御部１８０がトリガ信号出力部１７０から出力されたトリガ信号に応
じて起動制御処理を行うようにしてもよい。
【０１３２】
　（第４の実施の形態）
　本発明の第４の実施の形態のデータ処理装置とデータ再生装置とを図６に示す。なお、
本実施の形態では、本発明の第１の実施の形態のデータ処理装置１００およびデータ再生
装置２００の各構成要素に対応する構成要素には、同一の符号を付して説明する。
【０１３３】
　図６に示すように、データ処理装置７００は、データを格納するデータ格納部１１０と
、データ格納部１１０に格納されたデータを読み出して信号処理を行う第１の信号処理部
１２０と、第１の信号処理部１２０によって処理されたデータを一時格納する送信データ
格納部１３０と、送信データ格納部１３０に格納されたデータをデータ再生装置８００に
向けて無線送信する第１の無線通信部１４０と、第１の信号処理部１２０を間欠動作させ
るよう制御する信号処理制御部１５０と、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部
１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくとも一方の供給を制御するク



(18) JP 5084347 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

ロック／電源制御部１６０と、クロック／電源制御部１６０を制御する起動制御部１８０
と、送信データ格納部１３０のデータ格納量を監視する送信データ監視部１９０とを備え
ている。
【０１３４】
　また、データ再生装置８００は、第１の無線通信部１４０から無線送信されたデータを
受信する第２の無線通信部２４０と、第２の無線通信部２４０に受信されたデータを一時
格納する受信データ格納部２３０と、受信データ格納部２３０から実時間処理でデータを
読み出しながら信号処理を行って出力する第２の信号処理部２２０とを備えている。
【０１３５】
　なお、本実施の形態においては、データ処理装置７００を携帯電話端末によって構成し
、データ再生装置８００をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等の無線通信方式に対応したステレオヘッ
ドフォンによって構成し、データ処理装置７００に格納された音楽コンテンツのデータを
データ再生装置８００に無線送信して再生する例について説明する。
【０１３６】
　データ格納部１１０は、メモリカードによって構成されている。データ格納部１１０に
格納されているデータは、ＡＡＣ（Advanced Audio Codec）で符号化された音声の圧縮デ
ータである。
【０１３７】
　第１の信号処理部１２０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）によって構成され、
データ格納部１１０に格納された圧縮データをＤＳＰのソフトウェア処理でＰＣＭ（Puls
e Code Modulation）データに復号するようになっている。
【０１３８】
　また、第１の信号処理部１２０は、ＰＣＭデータをデータ再生装置８００で再生可能な
符号化データであるＳＢＣ（SubBand Codec）データに符号化した後、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈの通信プロトコルに沿ってプロトコル処理を行うことにより、パケットデータを生成す
るようになっている。
【０１３９】
　第１の無線通信部１４０および第２の無線通信部２４０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に
準拠した無線通信を行うことにより、パケットデータを送受信するようになっている。こ
こで、第１の無線通信部１４０は、第１の信号処理部１２０による信号処理とは独立して
、送信データ格納部１３０に格納された信号処理済みのパケットデータを実時間処理で読
み出して送信するようになっている。
【０１４０】
　信号処理制御部１５０は、マイクロコンピュータ等のデータ処理装置７００の各部を制
御するためのプロセッサによって構成され、例えば、第１の信号処理部１２０に対して信
号処理の開始や停止等を指示するようになっている。
【０１４１】
　特に、信号処理制御部１５０は、信号処理を実時間処理より速い速度で行わせることで
間欠動作させるよう第１の信号処理部１２０を制御するようになっている。
【０１４２】
　具体的には、信号処理制御部１５０は、第１の信号処理部１２０に処理させるデータの
量を指示し、指示した量のデータの処理が完了した旨の通知を第１の信号処理部１２０か
ら受けて起動制御部１８０に停止要求をした後、起動制御部１８０から稼動期間への移行
の要求を受けて、再び第１の信号処理部１２０に処理させるデータの量を指示するように
なっている。これにより、第１の信号処理部１２０は、信号処理を行っている稼動状態と
、信号処理を停止している停止状態とを交互にとるよう間欠動作する。
【０１４３】
　送信データ監視部１９０は、送信データ格納部１３０のデータ格納量を監視し、送信デ
ータ格納部１３０のデータ格納量が規定量以下となったときに起動制御部１８０にデータ
処理要求信号を出力するようになっている。ここで、規定量は、第１の無線通信部１４０
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によって実時間処理でデータが読み出されている送信データ格納部１３０のデータ格納量
が０とならないように予め定められている。
【０１４４】
　なお、第１の無線通信部１４０によって送信データ格納部１３０から実時間処理でデー
タが読み出される一方で、第２の信号処理部２２０によって受信データ格納部２３０から
実時間処理でデータが読み出されるため、送信データ格納部１３０のデータ格納量が０と
ならないように規定量を定めることによって、受信データ格納部２３０のデータ格納量が
０となることを防ぐことができる。
【０１４５】
　起動制御部１８０は、信号処理制御部１５０の停止要求に応じて、第１の信号処理部１
２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロック又は電源の少なくと
も一方の供給の制限を要求する制限要求信号をクロック／電源制御部１６０に出力する停
止制御処理を行うようになっている。ここで、信号処理制御部１５０の少なくとも一部は
、第１の信号処理部１２０を制御する部分を含む。
【０１４６】
　また、起動制御部１８０は、送信データ監視部１９０によって出力されたデータ処理要
求信号に応じて、停止制御処理で要求した制限の解除を要求する解除要求信号をクロック
／電源制御部１６０に出力し、間欠動作の稼動期間への移行を信号処理制御部１５０に要
求する起動制御処理を行うようになっている。
【０１４７】
　クロック／電源制御部１６０は、起動制御部１８０から出力された制限要求信号に応じ
て、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するク
ロックおよび電源の少なくとも一方を制限することによって、データ処理装置７００の消
費電力を抑制するようになっている。また、クロック／電源制御部１６０は、起動制御部
１８０から出力された解除要求信号に応じて、当該制限を解除するようになっている。
【０１４８】
　第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給するクロ
ックを制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該クロックの遮断、低周波
数化および低電圧化の何れかを行うよう、当該クロックを生成する図示しないクロック発
生回路を制御するように構成される。
【０１４９】
　また、第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に供給す
る電源を制限する場合には、クロック／電源制御部１６０は、当該電源の遮断および低電
圧化の何れかを行うよう、当該電源を供給する図示しない電源回路を制御するように構成
される。
【０１５０】
　受信データ格納部２３０は、半導体メモリによって構成され、第２の無線通信部２４０
によって受信されたパケットデータから変換されたＳＢＣデータを格納するようになって
いる。
【０１５１】
　第２の信号処理部２２０は、受信データ格納部２３０からＳＢＣデータを実時間処理で
読み出し、読み出したＳＢＣデータを復号し、復号して得られたＰＣＭデータをアナログ
の音声信号に変換して出力するようになっている。
【０１５２】
　以上のように構成されたデータ処理装置７００およびデータ再生装置８００について図
７を用いてその動作を説明する。ここで、データ処理装置７００およびデータ再生装置８
００は、ＡＡＣやＳＢＣ等の処理単位であるフレーム単位で処理を行うものとする。
【０１５３】
　まず、第２の稼動期間において、データ処理装置７００では、所定のフレーム数（例え
ば、１０フレーム）分のＡＡＣの復号処理が連続して行われる。次いで、この復号処理の
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結果をＳＢＣデータに符号化するＳＢＣ処理と、ＳＢＣデータをパケットデータに変換す
るプロトコル処理とが行われ、パケットデータが送信データ格納部１３０に格納される。
【０１５４】
　第１の信号処理部１２０の処理が完了すると間欠動作が待機期間となる。この期間では
、第１の信号処理部１２０と信号処理制御部１５０の少なくとも一部のクロックや電源の
供給が停止され、データ処理装置７００が省電力状態とする。
【０１５５】
　第１の信号処理部１２０による信号処理とは独立して並行に、送信データ格納部１３０
に格納されたデータをデータ再生装置８００に送信する送信処理が行われる。なお、送信
処理では、１つ前の稼動期間で第１の信号処理部１２０によって処理されて送信データ格
納部１３０に格納してあったパケットデータが実時間処理で読み出されて送信される。
【０１５６】
　一方、データ再生装置８００では、データ処理装置７００から受信されたパケットデー
タから得られたＳＢＣデータの復号処理と、復号処理により得られたＰＣＭデータのアナ
ログ信号への変換処理とを含む再生処理が実時間で連続して行われる。このため、受信デ
ータ格納部２３０に格納されたＳＢＣデータは第２の信号処理部２２０から随時読み出さ
れ消費される。
【０１５７】
　このように、時刻Ｔ１からＴ２にかけて、第１の無線通信部１４０で消費されるより多
い量のデータが第１の信号処理部１２０によって送信データ格納部１３０に書き込まれる
ため、送信データ格納部１３０のデータ格納量は、急激に増加する。
【０１５８】
　一方、第１の信号処理部１２０による信号処理が行われなくなる時刻Ｔ２からは、送信
データ格納部１３０に格納されたデータが第１の無線通信部１４０によって消費されるだ
けとなり、送信データ格納部１３０のデータ格納量は、減少していく。
【０１５９】
　送信データ格納部１３０のデータ格納量が時刻Ｔ３で規定量以下になり、送信データ監
視部１９０から起動制御部１８０にデータ処理要求信号が出力されると、第１の信号処理
部１２０による信号処理が再開される。なお、前述した送信データ格納部１３０のデータ
格納量に対する規定量は、時刻Ｔ４で送信データ格納部１３０のデータ格納量が０になら
ないように定められる。
【０１６０】
　以上のようにデータ処理装置７００およびデータ再生装置８００が動作することにより
、受信データ格納部２３０に格納されたデータが枯渇することなく、連続したデータの再
生が実現される。
【０１６１】
　例えば、４８ｋＨｚサンプリングのデータの再生時間は、１０フレームで約２００ｍｓ
ｅｃであり、この時間内にデータ処理装置７００の処理が完了すれば連続したデータを再
生することができる。第１の信号処理部１２０が１０倍速で復号することが可能であれば
、１０フレーム分の処理が２０ｍｓｅｃで完了する。
【０１６２】
　さらに、データ処理装置７００がＳＢＣ処理と送信処理もそれぞれ１０ｍｓｅｃで完了
することが可能であれば、送信処理が復号処理と符号化処理とに対して並列に動作するた
め計３０ｍｓｅｃで復号処理から送信処理までが完了される。このように、２００ｍｓｅ
ｃの期間中３０ｍｓｅｃで処理が完了すれば８５％を待機期間とすることができる。
【０１６３】
　このような本発明の第４の実施の形態のデータ処理装置７００は、間欠動作の停止期間
に第１の信号処理部１２０および信号処理制御部１５０の少なくとも一部に対するクロッ
ク又は電源の少なくとも一方の供給を制限するため、音楽コンテンツのデータを信号処理
してデータ再生装置８００にワイヤレスで送信するためにかかる消費電力を削減すること
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ができる。
【０１６４】
　また、本発明の第４の実施の形態のデータ処理装置７００は、送信データ格納部１３０
のデータ格納量を監視する送信データ監視部１９０から出力されるデータ処理要求信号に
応じて起動制御処理を行うため、データ再生装置８００に対するデータの送信をより正確
なタイミングで行うことができる。
【０１６５】
　また、本発明の第４の実施の形態のデータ処理装置７００は、データ再生装置８００に
パケットデータを送信する送信処理を復号処理および符号化処理と独立して並列に実行す
ることができ、間欠動作の待機期間をより長くすることができる。
【０１６６】
　なお、本実施の形態では、データ処理装置７００を携帯電話端末によって構成した例に
ついて説明したが、これに限定するものではなく、携帯音楽再生機器等の携帯オーディオ
ビジュアル端末によって構成してもよい。
【０１６７】
　また、本実施の形態では、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とが、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ規格に準拠した無線通信を行うものとして説明したが、これに限定する
ものではなく、第１の無線通信部１４０と第２の無線通信部２４０とは、赤外線通信等の
オーディオビジュアルデータを通信できる無線通信方式に準拠した無線通信を行うように
すればよい。
【０１６８】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０がメモリカードによって構成されるもの
として説明したが、これに限定するものではなく、データ格納部１１０は、磁気テープ、
磁気ディスク、半導体メモリ、ハードディスク等のオーディオビジュアルデータが格納で
きるものによって構成されていればよい。
【０１６９】
　また、本実施の形態では、データ格納部１１０に格納されているデータがＡＡＣで符号
化された音声の圧縮データとして説明したが、これに限定するものではなく、データ格納
部１１０に格納されているデータは、ＭＰ３（MPEG Audio Layer-3）データ等のようにデ
ジタル化した音声データを圧縮したデータであればよい。
【０１７０】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＭＰＥＧ－４ビデオ等の動画デ
ータやＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等の静止画データであってもよい
。
【０１７１】
　また、データ格納部１１０に格納されているデータは、ＤＥＳ（Data Encryption Stan
dard）やＡＥＳ（Advanced Encryption Standard ）等で暗号化された暗号文であっても
よい。この場合には、これら暗号の復号処理をさらに行うように第１の信号処理部１２０
を構成する。
【０１７２】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＡＡＣの復号処理、ＳＢＣ処理、
プロトコル処理を行うものとして説明したが、これに限定するものではなく、データ再生
装置８００でデータが再生できる範囲であれば、第１の信号処理部１２０は、これら処理
の一部を行うようにしてもよい。
【０１７３】
　また、本実施の形態では、第２の信号処理部２２０がアナログ変換処理を行うものとし
て説明したが、これに限定するものではなく、第２の信号処理部２２０の出力先が液晶表
示装置のようにデジタルデータを入力とする場合には、第２の信号処理部２２０は、アナ
ログ変換処理を行わなくてもよい。
【０１７４】
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　また、本実施の形態では、データ再生装置８００でデータを再生できるように第１の信
号処理部１２０がＡＡＣからＳＢＣにトランスコードするものとして説明したが、これに
限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、データがデータ再生装置８００で再
生できないサンプリング周波数であれば再生可能なサンプリング周波数に変換する周波数
変換処理、データがデータ再生装置８００で再生できない空間解像度であれば再生可能な
空間解像度に変換する空間解像度変換処理、データがデータ再生装置８００で再生できな
いフレームレートであれば再生可能なフレームレートに変換するフレームレート変換処理
、データがデータ再生装置８００で再生できないフォーマットであれば再生可能なフォー
マットに変換するフォーマット変換処理を行うようにしてもよい。
【０１７５】
　また、本実施の形態では、第１の信号処理部１２０がＤＳＰによって構成されるものと
して説明したが、これに限定するものではなく、第１の信号処理部１２０は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）等の他のプロセッサによって構成してもよく、一部をハードウ
ェアによって構成してもよく、全てをハードウェアによって構成してもよい。
【０１７６】
　また、本実施の形態では、データ処理装置７００が一度の稼動期間で処理するフレーム
数を１０フレームとして説明したが、これに限定するものではない。ただし、稼動期間と
待機期間との遷移には、クロック制御処理や電源制御処理等の、遷移に必要な処理のオー
バーヘッドがあり、遷移の回数が多いほどオーバーヘッド回数が増えて負荷が増大するた
め、一度の稼動期間で処理するフレーム数が多い方が好ましい。
【０１７７】
　また、本実施の形態では、起動制御部１８０が送信データ監視部１９０から送信された
データ処理要求信号に応じて起動制御処理を行うものとして説明したが、本発明の第１の
実施の形態のデータ処理装置１００と同様に、データ処理装置７００にトリガ信号出力部
１７０を設け、起動制御部１８０がトリガ信号出力部１７０から出力されたトリガ信号に
応じて起動制御処理を行うようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１７８】
　本発明にかかるデータ処理装置は、バッテリ駆動する携帯機器向けのオーディオプレー
ヤおよびビデオプレーヤならびにオーディオビジュアル処理を行う携帯電話等に特に有用
である。
【図面の簡単な説明】
【０１７９】
【図１】本発明の第１の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のブロ
ック図
【図２】本発明の第１の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のタイ
ミング図
【図３】本発明の第２の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のブロ
ック図
【図４】本発明の第３の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のブロ
ック図
【図５】本発明の第３の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のタイ
ミング図
【図６】本発明の第４の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のブロ
ック図
【図７】本発明の第４の実施の形態におけるデータ処理装置およびデータ再生装置のタイ
ミング図
【図８】従来のデータ処理装置およびデータ再生装置のブロック図
【図９】従来の他のデータ処理装置のブロック図
【符号の説明】
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【０１８０】
　１００、３００、５００、７００　データ処理装置
　１０５　送信装置
　１１０　データ格納部
　１１５　コンテンツデータ格納部
　１２０　第１の信号処理部
　１２５、１２６　信号処理部
　１３０　送信データ格納部
　１３５　転送データ格納部
　１３６　出力データ格納部
　１４０　第１の無線通信部
　１４５　無線通信部
　１４６　出力部
　１５０　信号処理制御部
　１５６　制御部
　１６０　クロック／電源制御部
　１６６　電源部
　１７０　トリガ信号出力部
　１７６　タイマ部
　１８０　起動制御部
　１９０　送信データ監視部
　１９６　放送受信部
　２００、４００、６００、８００　データ再生装置
　２０５　受信装置
　２２０　第２の信号処理部
　２３０　受信データ格納部
　２４０　第２の無線通信部
　２９０　受信データ監視部
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